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１、２学期当初の主な進路行事 

（３）大学入学共通テスト出願（３年） 

  ２学期最初の９月２日（火）６限に、大学入学共通テスト説明会を開催しました。従来、高校３年 

生（現役生）は所属の学校でまとめて願書を郵送する出願方法でしたが、今年度より個人での Web出  

願に変更となりました。そのため、出願時に所属の学校で行われていた、記入漏れや誤りがないかと 

いう確認作業は出来なくなりました。ただ、出願時に「在学する学校への出願情報の提供」に同意す 

ると、学校側が受験料の支払い状況や科目選択などの出願状況を確認出来る ようになりました。Web  

出願を中心に、共通テスト受験までの流れを簡単にまとめてみましたので、確認をお願いします。（詳 

細について、大学入試センターのホームページや受験案内で必ず確認してください） 

 

 

 【Web出願から受験までの流れ】  ※蛍雪時代９月号参照 

 

≪１≫マイページ作成（スタート地点） 

 ①メールアドレスの登録・パスワードの設定 

 ②受信メールから最終登録 → 作成完了 

 

≪２≫出願 

 ①出願サイトもマイページから、「出願」をクリック 

 ②顔写真を登録（スマホで撮影した写真でも OK） 

③住所や出願資格を設定（現住所・電話番号・学校名など） 

 ④志願者情報の確認を行う。左図のような画面が現れたら、 

学校・住所が正しいか確認（これをもとに、試験場が決定） 

  ⑤受験教科を登録 

                    ※ マイページに「現在のあなたの手続き状況」が、「出願 

完了」になっていれば、すべての手続きが無事に完了 

          ※ 顔写真の承認状況も確認できます 

←④の確認画面 

（学校・住所を正しいか確認） 

 

前南進路だより  



≪３≫検定料等の支払い 

 ①左図のように、検定料等の支払い金額は、［受験教科数］ 

   と［成績閲覧希望の有無］で変わります。 

 ②出願内容を登録し終えると、内容に基づいて支払い金額 

が表示されます。（手数料 188 円が、別途かかります） 

 ③支払方法は、クレジットカード・コンビニ・Pay-easy（ペイ 

ジー）の３つの中から１つ選べます。 

 

 ※注意  期間内に検定料等の支払いをしないと、出願が認められません ＝ 共テが受験できない 

    （今年度の支払期間：９月１６日（火）１０：００～１０月３日（金）２３：５９まで） 

        ↓ 

※お願い もしもの場合に備えて、支払方法の確認・受験料の支払いの手続きを早めにしていただき 

と思います。 

 

≪４≫出願後～受験までの流れ 

  ①出願内容の確認 → 受験教科に誤りがないか、受験教科の追加等により検定料等の追加支払い 

             有無の確認 

 

  ②受験票の印刷 → 出願サイトのマイページから取得して、各自で印刷 

   ※下記は、取得期間前のものです（灰色の状態） 

【受験票印刷の注意点】 

・サイズはＡ４ 

・白黒でもカラーでもＯＫ 

・拡大、縮小はＮＧ 

・裏は無地の紙を使用する 

 

 

 

 

 

  ③共通テストを受験 → 受験票を必ず持参（受験科目数により、試験開始時間は異なる） 

 

【出願方法＆入学手続き】 

≪１≫２次試験も個人で出願 

 ①国公立大の前期・中期・後期日程の出願は、期間中に必ず出願 

 （別日程は、要項で確認） 

 

  ②国公立大、私立大の共テ利用入試の出願 

 ・「Web 方式」 … Web上で番号を入力 

 ・「チケット方式」… 印刷したものを郵送等する 

  ※ 志望大学が指定する方法で、出願手続きを行う 

 

≪２≫国公立大に入学先が決定したら 

 ①出願サイトのマイページから「国公立大学入学確認表」（上図を   

参照）を取得し、進学先の大学に提出 

 

 



≪３≫私立大（個別入試）の出願 

※ 出願期間や入試日程が学部ごとに異なる 

※ 同じ学部でも入試方式・日程によって異なる 

※ 多くの大学で、Web 出願（共テとあまり変わらず） 

※ 左記のように、必要書類は担任の先生と相談して早めの準備 

 

 

 

 

 

［併願と入学金について］ 

・期限内に入学金等を支払って、入学手続きを行わないと、合格が無効となります。 

・「第１志望校の合格発表前に、第２志望校の手続き締切日がある」場合に、合格を確保しておく 

ためには、第２志望校の入学金を支払う必要があります。（入学を辞退しても、支払った入学金 

は返還されない場合が多いので注意してください） 

 

～参考～ 

［公立大の受験機会を有効活用］ 

①公立大には、前期・後期日程以外に【中期・別（独 

自）日程】を実施する大学・学部あり（左図参照） 

 

②併願プランをうまく立てれば、国公立大だけで計４ 

度の受験機会（前期・中期・後期・別日程） 

 

※【経済・経営】の併願プラン（例） 

［前期］新潟大学（経済科学） 

［中期］高崎経済大学（経済）／長野大（地域経営） 

［後期］福島大学（人文社会－経済経営） 

［別日］新潟県立大（国際地域 or 国際経済） 

     ↓ 

 上記の通り、複数合格が【可・不可】の場合があり   

ます（第１希望は、前期日程で受験） 

 

③３教科で、受験可能な大学もあり 

 → 私大志望の生徒も、受験可能（共テの有効活用）                           

合格すれば、併願校になる可能性もあり！ 


